
令和2(2020)年 度の事業報告書

令和 2年 4月 1日 から令和 3年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人海のくに・ 日本

1 事業報告

令和 2(2020)年 1月 、新型コロナウィルスの感染拡大という事態が起こり、当会活動に

も大きな影響があったことをまず、ご報告申し上げます。

1月 ～3月 感染状況は深刻化し、新年度が始まった4月 には、人が集まること、人と人が接す

ることが禁じられる事態となった。当会としては、関係者と話し合い、工夫を重ねることで、計

画していた海洋事業・水産業 0漁業地域の活性化方策を研究するとともに、こどもたちや教職者、

保護者、一般市民を対象としたイベントを開催した。アフリカ事業については、実施ができない

なかで日本・米国・コー トジボワールをSkpe、 Z00Mをつないだ会議を重ねて新型コロナ下で

できることや進捗状況を報告しあい、当会はワークショップで使 うテキス トづくりに取り組んだ。

また、当会関係者から新型コロナ禍により急激に水産物の在庫が滞留していること、漁業関係

者の苦境にあることが伝えられ、その解決に向けての相談があったことから、「新型コロナ禍にあ

ってもできることはあるはず」と考え、いまできることに努めるとの信念から、水産庁の新型コ

ロナ対策予算に応募して受託し、水産物の流通促進に寄与するための事業に取り組んだ。

特記事項として 4つの活動に力を注いだ。

「令和2年度水産物販売促進緊急対事業」

1つめは、新型コロナ禍で苦しむ水産関係者からの声を受けたことから、当会と公益社団法人

日本水産資源保護協会の2者で「国産水産物販売促進協議会」を立ち上げ、水産庁の補助事業に

応募し、 1)通販サイ ト「浜チョク」の立ち上げと運用、2)外食産業や調理師学校等へ試供品

(水産物)を提供することにより日本の水産物の流通を促進すること、3)地方新聞社と提携し

て水産物の販促活動を実施する事業を実施した。また一連の活動をとおして、一般消費者に対し

水産物を味わうことの意味と価値を、上記イベントやレシピ集の発行をとおして伝えた。

「日本の伝統的な水産加工技術 (すり身加工)を通して、アフリカの漁業コミュニティーの生計をより

よくするプロジエクト=(略称)すり身ワークシヨツプ」

2つめは、2019年 8月 に横浜で開催された「第 7回アフリカ開発会議 (TICADⅦ )」 (外務

省主催)に際し当会が正式にエントリーし、アフリカから招いた女性漁業者代表と共に会議に出

席したことから、米国の国際食料政策研究所 IFPRIから正式なオファーを受け、「コー トジボワ

ールで魚のすり身加工技術をとおして漁村女性の自立支援を推進する事業」に着手できた件。新

型コロナ禍のため、当初予定した 400人の漁村女性を対象にしたワークショップは 1年遅れとな

ったが、ワークショップのテキス トづくりに時間をかけ完成させることができた。できあがった

3冊セットのテキス トは、現地関係者の間で大好評を博している。

「クジラ食文化啓蒙普及=巣鴨くじら祭り2020オンライン」

3つめは、くじら食文化の普及について、新型コロナ下でもできる方法を研究した件。これま

で4回開催してきた「巣鴨くじら祭り」をオンラインで開催することとし、くじら汁の美味しさ
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と味わいを100人のモニターをとおして伝えるとともに、オンライン全体を番組仕立ての構成

とし、くじら川柳大賞の表彰式、識者によるくじら談義、今回創作した巣鴨くじら踊りの紹介を

とおして、くじら食文化について広く深く紹介した件。また「くじらの授業」も上記活動に連動

して実施した。

「われは海の子2019-2020」
4つめは、こどもたちの離島学習が新型コロナ下であっても継続できた件。前年度 (2019

年度)の 3月 には新型コロナの影響から、予定していた発表会が開催できなかったが、2020
年度は離島学習 9年の歴史をふりかえりつつ、参加校、大学生リーダーたちと話し合い、 1)離
島授業を受けたこどもたちの作文、2)人丈島・豊洲市場を取材したこどもたちの作文、3)関

係者からのメッセージを中心に活動報告書を作成して広く配布し、離島の存在意義を広く伝える

ことができた。

そのほかの事業について

例年つづけてきた以下の事業は、新型コロナ禍のため、活動規模を縮小する、Skype、 Z00M
会議を中心にする、実施を延期するなどの対応を行った。

・ウーマンズフォーラム魚と協力して実施している「浜のかあさんと語ろう会」は、Z00Mでの

開催を検討したが、延期することとした。

・ こどもたちのために「海と魚を理解する絵本づくリプロジェクト」は、当会の設立動機でもあ

るため、時間をかけて取り組んできている。今年度は調査・研究にとどまり、具体的な絵本づく

りには着手はできなかった。

・水産エコラベルの普及活動は、これまで水産資源回復管理支援会とともにデパ地下で実施して

きたが、新型コロナ感染拡大期にデパ地下で対面での PR活動を実施することは難しいことから

見合わせることとした。MELジャパンの事業に際しては、 がア ドバイザリー

ボー ドメンバーになつていることから、できるだけ参加するよう努めた。

・COMHAIttTと 提携 してつづけている西アフリカ22カ国の女性漁業者を支援する活動 (ワ ー

クショップ)は、対象となる22カ国の女性漁業者 佃AFEPメ ンバー)が集まることが難しい

ため、実施は延期することとした。

・ 2016(平 成 28)年度に農水省から受託し実施した「国産農林水産物・食品への理解増進

事業」は事業終了後 5年間、経過報告を続けることになっている。関係者から状況報告を受け、

農水省に報告した。

特記事項 4件についての詳細報告

「令和2年度水産物販売促進緊急対事業」

【事業の目的】

新型コロナウィルス感染症という、いまだかつてない感染症の世界的な拡大に伴う訪日外国人

旅行者の減少や輸出の停滞等により、インバウンド需要への依存が大きい水産物等は大きな打撃

を受けた。出荷量の減少や価格の下落が顕著になり、このままでは新型コロナが収束した後も事

業継続が難しい生産者が出てくることが懸念された。

出荷量減少や価格下落が顕著となった品目が、今後も海外展開やインバウンド需要等に対応で

きる生産 。供給体制を維持できるよう、生産者や業界団体等が行 う緊急的な販売促進を実施する

必要が出てきた。
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一方、国内向け消費も外食向けを中心に急激に落ち込み、活性化を図らねばならない状況にあ

った。とくに養殖魚は、計画的な生産体制が裏目に出て、出荷しても魚が売れないものの、出荷

しなくては生け費があふれてしまうことから、各地で莫大な量の在庫ができてしまうという状況

となっていた。

そのため、水産庁が課題解決に向けて公募した事業に応募し、持続的漁業生産・養殖生産に取

り組む者の水産物を積極的に紹介し、また具体的な流通促進に寄与することで、漁業者の苦境に

対し貢献するとともに、持続可能な漁業に対する国民の理解を深めることに努めた。

事業の枠組としては、公益社団法人日本水産資源保護協会とNPO海 のくに・日本の2者で「国

産水産物販売促進協議会」を立ち上げ、水産庁の補助事業に申請して受託し、それぞれの担当事

業を実施した。

【取組内容】(当 会の担当分野を記載)

1)イ ンターネット通販等を活用した販売促進

ECサイ ト「浜チョク」 (浜から直結、美味しいお魚届けます !今だけ送料無料)の開設

・ウェブサイ トを新規に開設し、国産水産物販売促進協議会のホームページと位置付け運用した。

また、本事業の目的を達成するためのプラットフォームとして機能させた。

・ トップページにECサイ トを設置し、「送料無料」を前面にPR生 産者の選択は、初期段階で

は運営委員会で行い、ウェブサイ トの公開とともに、生産者へ同サイ トヘの登録を呼びかけた。

・各生産者のサイ トには商品のほか持続的漁業生産・養殖生産に取り組んでいる内容を掲載した。

規模が小さいからこそできる、ていねいな生産方法 (餌やり、水揚げ等々)な ども強調すること

で、日本の持続可能な漁業・養殖業に対する国民の理解を深めた。

・複数のキーワー ドで情報発信

広く魚の魅力や魚料理のレシピを通じて、魚食や水産資源についての情報、生産者の現状や市場

の機能、養殖魚の価値について等の情報を発信し、魚を購入してみようという気になるサイ トと

した。

・対象魚種の紹介においては、資源管理に努めている漁業種類から生産される水産物 (MEL認
証取得)を積極的に利用することにより、資源管理の大切さを料理界や消費者にPRする機会と

した。

・「2)新商品開発への試供品提供」及び「3)販売促進会・ PR活動」との連動

本事業内のすべての事業をこのサイ トで見られるようにすることで、各事業の相乗効果を狙った。

・小学生をターゲットにした新聞に告知し、こどもと保護者双方にアピールした。

新規登録者数 35件  (出品者 35社、商品 181件 )

販売件数 3186件
取扱量  3802キ ロ(推定値)

訪問者数 7万 3183人

2)外食産業・食品加工業・料理家・調理師学校等の新商品開発への試供品 (水産物)の提供

外食産業・調理師学校・給食委託会社・栄養大学・料理研究家へ試供品を提供し、新たなレシ

ピを作成することで、対象魚種の魅力や利用法を発信し、一般消費者へ伝搬することで消費量増

加を目指した。

一方、食品加工業者に対しては、試供品を提供し新商品を開発することで、食品加工業界にお

ける国産水産物の取扱量増を図った。

・外食産業 :(一社)日 本イタリア料理協会 と の提携。会員

260名のうち40店舗を対象に、対象魚種の中から3魚種を選び、レシピ開発を依頼。工程写
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真、完成カットなどを提供してもらった。

・ トルコ宮廷料理の名店「ADA」 も参加を決定。日本の魚を使い、トルコの風情が伝わる魚料理

を開発し、好評を博している。

・調理師学校 :(学法)服部学園 の提携。 (公社)全国調理師養成施設協

会の加盟校の中から9校を選定し、レシピ開発を実施した。

・給食委託会社 :腑LEOC(企業や病院の給食大手。学校機能も有する)で、大量調理が見込ま

れる給食や、高齢化が進む中で需要が見込まれる介護食レシピ、東京オリンピックを意識したア

スリー ト向けメニュー、若いママたちの悩みを解消する幼児食向けメニューを開発した。LEOC
の HPで紹介し、また企業給食の現場で新レシピを使った調理を広げている。

・栄養大学 :東京家政大学 (栄養学科)にて授業形式でレシピを考案してもらい、学内審査を経

て女子学生ならではのレシピを提出してもらった。今後、学食メニューに加えるなど、開発した

レシピの普及にも努めてもらう予定。

・料理家 :料理番組等で活躍中の料理家 が対象魚種を使い、家庭

でたべてほしいレシピを考案。また個々のブログ等でも積極的に紹介した。

・食品加工業 :業務用コロッケ大手のサンマルコ食品側 (札幌)、 中華総菜大手の招福門側 (神奈

川)、 水産物の輸入・加工のスクーナー側 (東京)、 水産物加工の側マルホ (熊本)、 静岡県水産加

工業協同組合連合会との連携により、多彩な新商品が提案された。

今次事業とその発信をとおして、生産・供給体制を維持し、新たな市場や利用方法が広がるこ

とを目指す。新たに開発されたレシピはウエブサイ ト「浜チョク」で公開し、広く家庭や学校、

公共施設、レストラン等で利用が広がることを目指した。

レシピ開発・新商品開発の委託先と

レシピ開発 日本イタリア料理協会 (全国40店舗 ) 80

トルコ料理店 「ADA」 6

服部栄養専門学校 (傘下の9校の調理師学校) 32

東京家政大学 10
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LEOC(=レ オック) 100

(レ シピ開発小計) 238

新商品開発 サンマルコ食品 8

招福門
ハリ

^, -)'* 24

?lvifi 10

静岡県水産加工業協同組合連合会 22

(新商品開発小計) 70
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また、開発した300種のレシピと写真は、日本語だけではなく英語、仏語、中国語、韓国語

に翻訳して新型コロナ後の需要喚起につなげるためのツールとしてレシピ集 「日本のうまい魚レ

シピ集」として編集・発行し、ウェブサイ ト「浜チョク」からダウンロー ドも可能とした。日本

国内の魚の流通・消費促進を目指すと同時に、海外からのアクセスも狙い、水産物需要喚起PR
活動を国際的にも行うものとする。

また「日本のうまい魚レシピ集」」は、一般消費者のほか栄養・教育関係者、外食・流通関係者、

各国政府観光局・大使館、旅行エージェント、輸出入関係者へそれぞれ配布した。
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3)販売促進会・ PR活動の実施

・地元新聞社と提携して販売促進会・ PR活動を実施

→ECサイ トヘ誘導する「新型コロナ対応型・NEW販売促進会」実施

全国6大都市圏で、地元の新聞社 (北海道新聞社、河北新報社、朝日学生新聞社、西日本新聞

社)と 提携して「新型コロナ対応型 ONEW販売促進会」を実施し、参加者をECサイ トに誘導

するPR活動を行った。

地元新聞社とタイアップすることで、「新型コロナ対応型・NEW販売促進会」の実施時期に合

わせ、誌面で同販売促進会の開催情報の告知のほか、「地元水産物の特徴、生産者紹介」に加え、

持続可能な国際認証制度であるMEL認 証水産物のPR・ 啓蒙活動などのコラムを掲載してもら

うように働きかけた。

新聞紙面 (コ ラム、促進会開催レポー ト)をクレジット付きで、 1)の事業で開設するECサ

イ ト「浜チョク」に再掲載し、連動するように努めた。来場者には、会場の雰囲気や国産水産物

の魅力をSNS等で発信してもらえるよう促した。

※新型コロナ下において会場設定は難しかったが、水族館、道の駅という、新型コロナ対策が可

能であり、かつ人が集まりやすい場所を選んで開催した。

地方イベント開催

・「イタリア料理シェフによるリモー ト料理教室」

企画当初は日本イタリア料理協会の開催する「イタリア料理専門展 ACCI Gusto 2 0 2 0」

(2021年 3月 、京都で開催予定)にブース出展 し、有名シェフによる商品紹介・調理講習を

実施 し、日本の水産物をPRする企画であったが、 2回 目の緊急事態宣言が発出されたことから

事業の延期が決定 した。

そこで急遠、事業内容を「イタリア料理シェフによるリモー ト料理教室」とすることとし、リ

モー ト型料理教室 (参加者総数 300人 )を企画した。対象魚種のなかから真鯛と甘鯛を使い、

若いママとこどもたちを対象に、有名シェフによる商品紹介・調理講習を実施 した。参加者公募

にあたつては、上記の販促事業で今次事業に関わってもらった朝 日学生新聞社の「朝日小学生新

聞」で行い、親子での参加を呼びかけた。
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開催 日時 会場 来場者数 試供品提供数 提携先

2020  11月 1～ 3日 石巻

サンファン館

1900人 300件 河北新報社

2020  11月 28～29日

12月 12～'13日

福岡

福岡

マ リンワール ド

海の中道

4370人

4200人

1000件

1000件

西日本新聞社

2020  12´月 20日 東京

砂町銀座商店街

17500人 1550件 朝 日学生新聞社

2021  1月 30日 豊橋

道の駅とよはじ

7500人 1550件 朝日学生新聞社

2021  2月 13日 大阪

道の駅みさき

3000人 1500件 朝日学生新聞社

2021  2月 13′～.14日 札幌

サンピアザ水族館

836人 700件 西日本新聞社



3月 5日 午後、ECサイ ト「浜チョク」からユーチューブに入れる形でリモー ト料理教室を実

施した。 による楽しい トークとわかりやすい調理方法をとおして魚料理への参加者

の関心を喚起するとともに、仲卸から直送された新鮮な魚を使 うことで魚の美味しさにあらため

て目覚めてもらうことができた。参加者アンケー トから家庭において非常に好評であったことが

うかがわれ、今後の消費拡大につながるテス トケースとなったと思われる。

主催 :国産水産物販売促進協議会 (NPO海のくに 0日 本)

協力 :日 本イタリア料理協会、朝 日学生新聞社

実施期間 :2021年 3月 5日 (金)15:00～ 16:00

開催場所 :通販サイ ト「浜チョク」からYouTubeにて配信

参加者数 :300人

使用魚種 :マ ダイ (36キロ)、 アマダイ (24キロ)

メニュー :真鯛とフルーツ トマ トのスパゲツテイ

甘鯛のうろこ焼き バルサミコソース

「日本の伝統的な水産加工技術(すり身加工)を通して、アフリカの漁業コミュニティーの生計をより

よ<するプロジェクト〓(略称)すり身ワークシヨツプ」

【事業の目的】

このプロジェクトは、日本の伝統的な魚加工技術「スリミ」を紹介することにより、沿岸地域

の漁業コミュニティーの生計を再構築することを目的としている。このプロジェクトは、コー ト

ジボワールの漁業コミュニティーの400人の女性を訓練する。効果的な現地 トレーニングを確

保するために、プロジェクトは実践的な トレーニングと学習のための施設を建設し、地域コミュ

ニティーの利益のために、この国では行われてこなかった「スリミ」の加工技術を紹介し、この

技術を取得し応用するために漁村の女性たちを訓練する。

「スリミ」技術を通じて生まれた製品の導入により、複数のプラスの影響が生じることが期待

される。それは (i)収入の増加、(� )現地雇用の創出、(i�)女性の能力強化、(iv)食物損失

の削減、(v)栄養の改善 (健康の改善)である。さらに、このプロジェクトは生計の多様化を促

進し、魚製品のバリューチェーンの統合により、将来の不利な出来事 (天災や感染症等)の影響

に対する地域経済の回復力を増大することが期待される。

事業の枠組としては、国際食料政策研究所 (IFPRI)がプロジェクトの責任者として事業を推

進し、NPO海 のくに・日本は IFPRIの協力者として女性たちを対象としたワークショップ事業

を実施する。資金は日本の外務省から提供される。

【取組内容】(当 会の担当分野を記載)

1)す り身ワークショップの実施

2020年 3月 に IFPRI、 NPO海のくに・ 日本、コー トジボワール漁業省 (MmAH)の関係

者がアビジャンに集いスター トアップ会議を開催し、事業がスター トする予定であったが、出発

直前に日本からの渡航が不可能となったため、NPO海のくに・ 日本は Sk″eで現地の会議に参

加した。ワークショップ開催については、新型コロナが落ち着くのを待って研修生の選抜、会場

の設営、実施することとした。途中経過を報告しあうSk″e会議、Z00M会議を日本、米国、

コー トジボワールを結んで定期的に行い、当会はワークショップで使 うテキス トづくりを先行さ

せることとした。半年をかけて精神編、技術編、マーケティング編の3冊構成のテキス トブック

を多彩なイラス トと仏語で完成させた。

2)女性たちの トレーニングと学習のための施設 (建屋)建設への協力
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訓練施設の建設はIFPRIの担当分野であるが、停滞している事業を前に進めるため

理事長が日本の 建設ア ドバイスと建屋図面案の提案を依頼

した。IFPRIと も協議のうえ、鯨井図面が正式に採用され、建屋建設に向け準備が大きく進んだ。

「クジラ食文化啓蒙普及=巣鴨<じら祭り2020オンライン」

【事業の目的】

日本が推進する科学的根拠に基づいた海洋水産資源の持続的利用についての情報発信を行い、

国内外の理解を深めるとともに、鯨食普及を含む捕鯨文化の維持・振興を図ることを目的とし、

新型コロナ下であることを鑑みて、「巣鴨くじら祭り」をオンラインで実施することとした。

事業の枠組としては、日本鯨類研究所とNPO海 のくに 0日 本、巣鴨地蔵通り商店街振興組合

が連携をとりあいながら事業内容をかため、オンライン部分は榊スーパーファインに発注し、オ

Ｒ

）

◎IFPRI(米国の食料政策研究所 )と協同
2020年度、NPO海のくに・日本は米国

の IFPRIと協同じコー トジボワールで40
0人の漁村女性を対象にすり身普及活動の実施
が決定。新型コロナで1年遅れましたが、図面、
テキストをつくり準備を進行中。

◎ワークシ∃ップで使うテキスト

ワークショップでは「なぜ、すり身?」 「魚の栄養価と

は」という精神編から始まり、すり身加工とすり身料理

の可能性、商品のマーケティング、PRまでを行います。
コー トジボワール漁業省と一緒に、漁村女性の生活力、

社会的な地位向上を目指します。

▲すり身料理を指導しふるま

◎建屋「女性たちの家」の図面

▲図面 (横から)

▲図面 (上から)

▲技術編～魚のすり

▲マーケティング編～ って生活を豊かに !
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ンライン環境は日鯨研が運用するサイ ト「くじらタウン」から視聴者が参加できる状況をつくり

実施した。水産庁、豊島区、豊島区教育委員会の後援、日本捕鯨協会、ウーマンズフォーラム魚

の協力を得て実施した。

また同時開催事業として、こどもたちを対象とした「くじらの授業」、栄養士を対象とした「く

じらの授業」を実施することにより、具体的なくじら食文化の啓蒙普及に努めるものとする。

【取組内容】

「巣鴨くじら祭り」の主たる要素である「1000人 で味わうくじら汁」は、オンラインによ

る「100人で味わうくじら汁」として実施することとした。 100人 (家族)の参加者は各種

媒体や関係者への呼びかけで参集し、

の指導のもと、 100人が一斉にくじら汁をつくる試み

を実践した。調理会場ならびに事前ワークショップ会場として、豊島区立仰高小学校に全面協力

をいただいた。

もうひとつの要素である「くじら川柳」は、豊島区教育委員会の協力により豊島区の全小中学

校に案内するとともに、ウエブサイ トを通じて広く募集し、こども部門993作品、大人部門 1

09作品が集まった。また水産庁長官、豊島区長、豊島区教育長から特別参加作品として作品を

お寄せいただいた。

今回の「巣鴨くじら祭り」は番組仕立ての構成を考え に全体の進行、

当日の寄席をお願いした。さらに には「巣鴨くじら踊り」の創作を依頼、実行委員会メ

ンバーとの協議を重ねてもらい、1番の歌詞はくじらの食べ方、2番はくじらの種類を盛り込み、

踊りで食べ方と種類を伝えるという楽しい「巣鴨くじら踊り」が考案された。この踊りは、今回

の事業に参加してくれた仰高小学校のこどもたちや、豊島区の老人のホームの高齢者、また水産

庁長官はじめ関係者にも踊っていただき、「巣鴨くじら祭り2020オ ンライン」でも紹介するこ

とができた。

「識者によるくじら談義」として、 にもご登壇いただき、戦後のく

じら食文化の普及状況について、ご自身の体験も含め味わい深い講話をいただいた。

番組全体が巣鴨地蔵通り商店街と連動するよう、スタジオとして商店街内にある大正大学施設

をお借りして実施した。オンライン途中で進行役の が商店街に繰り出したり、商

店街の理事長や若手メンバーにスタジオに来場してもらうことにより、巣鴨の町との一体感ある

「巣鴨くじら祭り」の実施し、くじら文化の発信に取り組んだ。

また同時開催事業として実施した「くじらの授業」は、豊島区立仰高小学校で開催した。ひと

つのエリアでくじら文化を定着させるための実験的な試みとして連続して実施しているもので、

年を追うごとに地域社会にくじら文化が浸透してきている。また東京家政大学で栄養学科の 1年

生に「くじらの授業」を行うことも継続実施しているところ、大学生たちのアンケー トから大学

の授業のなかでくじらについて学べるという機会に対し、多くの理解と共感が得られていること

が読み取れた。

昧)れは海の子2019-2020」

【事業の目的】

われは海の子事業は、海を含めた日本の国のかたちをこどもたちに伝えることを目的に201
2年度から実施しているNPO海 のくに 0日 本のこどもプロジェクトの中心的な活動という位置

づけにある。 2019年 度は最後の2か月 (2月 、3月 )に新型コロナウィルス感染拡大の影響

を受けたため、 1年間の成果発表の機会を持てなかった。そのため、2019年 度～2020年
度は継続的な活動期間とすることとし、人丈島取材と豊洲取材、さらに水産エコラベルについて
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の授業のまとめについては、参加校や担当してくれた大学生 リーダーと話し合い、報告書の形で

成果発表とすることとした。報告書にまとめること自体を活動ととらえ、こどもたちや教職員、

保護者、関係者に離島の存在意義を伝えることを目的に活動することとした。

【取組内容】

離島授業、水産エコラベル授業に参加したこどもたちの作文、選ばれて人丈島、豊洲市場へ取

材に出かけたこどもたちの作文やコメント、応援してくれた人丈島、豊洲市場の関係者からのメ

ッセージ、われは海の子活動の9年間を見守ってくれた皆さまからのメッセージを元に、大学生

リーダーが発表予定であった内容をまとめ、報告書を作成した。年度内ギリギリの発行となった

が、こどもたちや関係者に送付・配布し、広く離島の存在意義を伝えるとともに、離島学習の意

味も伝えることができた。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 ☆印は、年度当初予定にはなかった活動

事業名

(定 款 に記載 し

た事業)

具体的な事業内容

(A)実施日時

0)当該事業の実施

開催場所

(C)ス タッフ人数

(D)受益対象者

の範囲

(E)参加人数

収支報告書の

事業費の金額

(単位 :千円)

水産物 の流通及

び消費 に関す る

事業

☆令和2年度水産物販売促

進緊急対事業

1)イ ンターネット通販等

を活用した販売促進

2)外食産業・調理師学校

等への試供品提供

3)販売促進会・ PR活動

の実施

m)10月 ～2021年
3月

(B)札幌、石巻、東

京、豊橋、大阪、

福岡

(C)20人

(D)日 本の漁業

者、流通、

消費者

(E)1000万人

134020

漁村 の活性 化 に

関する事業

すり身ワークシヨツプ

西アフリカ・ コー トジボワ

ールの女性漁業者支援活動

1)す り身加工技術をとお

して漁村女性の自立支

援活動を実施

(A)4月 ～2021年
11月 (延長)

(B)ア ビジャン

(C)日 本 10名、

アビジャン 15名

(D)ア ビジャン

の漁村女性、栄

養 関 係 女 性

400名

(E)消 費 含 め

1000万人

9152

海 洋事業並び に

水産業の発展 に

寄与する事業

魚食 を中心 とし

た食 育普及推進

事業

クジラ食文化啓蒙普及一巣

鴨くじら祭り2020
1)東京・巣鴨地区を舞台

にオンラインを使って 「く

じら祭 り」を開催 し、クジ

ラの文化とくじら食を伝え

る取り組みを実施 した。

2)次世代を担 うこどもた

ちに、日本には鯨食の伝統

があることを伝えるととも

に、クジラを学校給食メニ

ュー に採用 して もらうた

め、学校栄養士の卵である

大学生を対象にした取 り組

みを実施 した。

1)く じら祭 り

ω 10月 ～ 1月

(B)東京・巣鴨

(C)25人

2)く じらの授業

こどもたち、栄養

大学生向け

ω 10月 ～ 1月

(B)都内の小学校、

大学

(C)10人

(D)巣鴨エ リア

の生活者

(El)6000人

(D)東京のこど

もたちと教

員、保護者

大学生

(E)300人

11000
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こどもたちへの

海洋教育並びに

水産業に対す る

啓蒙普及事業

われは海の子 20■-2020

島国・ 日本の国境はすべて

海上にある。東西南北の国

境を学ぶことで、海 とつな

が りが深い日本について考

え発表する機会を創出

*人丈島と豊洲市場をテー

マに実施

(A)4月 ～2021年
3月 (B)都 内の

小学校・離島エ

リア

(C)10人

(D)豊 島区・ 台

東区の小学

生 200人

(E)1000万人

618

こどもたちへの

海洋教育並びに

水産業に対す る

啓蒙普及事業

「海と魚を理解する絵本づ

くリプロジェクト」

日本全国の漁業、漁村、

魚食文化等について網羅し

た絵本シリーズを制作し、

全国 2万 3000校の小学校

図書館に配布する事業。

調査・ 取材活動を

実施調査・研究ま

で

10

都 市 と漁村地域

との間の交流 の

促進 に関す る事

業

「浜のかあさん と語 ろ う
Zヽ_
7ヽ 」

漁村地域の女性漁業者を

東京に招く事業を通して漁

業者 と消費者 との情報交

換、理解増進を図る事業

実施せず 0

水産物 の流通及

び消費 に関す る

事業

「水産エコラベルの普及活

動

デパ地下の水産売場にお

いて水産エコラベル紹介キ

ャンペーンを実施する事業

実施せず 0

漁村 の活性 化 に

関する事業

「西アフリカの女性漁業者

支援活動」

モロッコに西アフリカ 2

2カ国の女性漁業者が集ま

り開催 したワークショップ

水産加工技術や水産物の栄

養価について講義プログラ

ムを推進

実施せず 0

漁村 の活性化 に

関する事業

「国産農水産物 0食品への

理解増進事業」の報告

2016(平成 28)年度実施

事業。 5年間報告義務があ

り全国 7事業者を指導しつ

つ農水省に報告している。

農水省に報告 0
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(2)その他の事業

令和 2年度は実施 しなかった。
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巨⊇璽コロエ匡璽
令和2年4月 1日 から令和3年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 海のくに 。日本

(単位 :円 )

田 ヨ 口 」

1.種 澪 収 壼

1.会口収入

会■収入

われは海の子賛助会費

2.事業収入

日本鰊類研究所 業務晏託

IFPRI

水産庁新型コロナ対策事業

諸々収入、謝金

持綺化綸付金

3.その他収益

受取利息

経常収益計

I.経 常費用

1.事業ロ

(1)人件ロ

賃金

人件■

人件費計

(2)その他経費

会場ロ

■査員旅費

姜員旅買

印層襲本費

消耗品費

交通費

雑役務買 印紙代

謝金

通信費

試供品費

送料・運搬ロ

梱包・冷媒賣

資材購入費

委託ロ

W曜 制作費

ライ

"配
信■

雑役務費

その他経贅計

事業員計

2.管理ロ

(1)人件ロ

給与手当

雑綸

人件費計

(2)その他経費

旅費交通費

翻金

田査分析■

印用製本買

消耗品ロ

食材試供品費

通信費

■借料

支払手数料

腱ロ

その他経口計

口理買計

経常費用計

当期経常増減額

皿.経常外収益

経常外収益計

Ⅳ.経常外費用

経常外費用計

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増鴻額

前期組越正味財産額

次期繰越正味財産額

23,000

1,090,000 1,113,000

159,217,44フ

53

11,000,000

12,164,642

134,020,355

32,450

2,000,000

53

16,029,100

13,895,034

158,581,956

29,924,134

477,534

1,610,925

2,921,297

43.556′329

856′822

1,584,777

66,005

2,100,474

1,188,957

5,768,789

835,290

333,190

26,915

52,087′ 876

5,800,000

4,510,000

530.000

124,255,180

C

C

208,030

64,168

13,523

581,954

158,727

26,527

191,524

2,864,498

200,000

93,691

4,402,642

1,748,544

0

0

1,748,544

C

1,748,544

▲ 2,985,633



宝狙2自巨二塁」雌饉菫
令和 2年4月 1日から令和3年3月 31日まで

特定非営利活動法人 海のくに ,日本

(単位 :円 )

科 目 金 額

V その他の手栞

1.収入

2.支出

ｎ
）
　

　

＾
Ｕ

ｎ

）



全狙凶巨L』厖国□こ
令和3年3月 31日現在

特定非営利活動法人 海のくに・日本

(単位 :円 )

科目・摘要 金額

I.資産の部

1.流動資産

現金預金

未収入金

流動資産合計

2.固定資産

(1)有形固定資産

(2)無形固定資産

(3)投資その他の資産

固定資産合計

資産合計

I.負債の部

1.流動負債

短期借入金

未払金

流動負債合計

2.固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅲ.正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

6′ 298′ 777

70′ 389′169

76′ 687′946

0

76′ 687,946

0

0

0

42′823′524

34′ 921′578

77′745′102

0

77′745,102

0

▲ 2,805′ 700

1′ 748′544

▲ 1′057,156

76′ 687′ 946



金担2自巨二重国担隆
令和3年3月 31日現在

特定非営利活動法人 海のくに 。日本

(単位 :円 )

科日・摘要 金額

I.資産の部

1.流動資産

現金預金

東京三菱U同銀行普通預金590

東京三菱U同銀行普通預金154

東京三菱UFJ銀行外貨預金739

未収入金

(財)日本水産資源保護協会

流動資産合計

2.固定資産

(1)有形固定資産

(2)無形固定資産

(3)投資その他の資産

固定資産合計

資産合計

I.負債の部

1.流動負債

短期借入金

未払金

流動負債合計

2.固定負債

固定負債合計

負債合計

正味財産

5′616,388

671′ 291

11′098

70′389,169

76′ 687′946

0

76′687′946

77′ 745′ 102

0

0

0

42,823,524

34′921′ 578

77,745,102

0

▲ 1′057′ 156



書式第 18号 (法第 28条関係 )

令和 2年度 年間役員名簿

令和 2年 4月  1日から  令和 3年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 海のくに・ 日本

役 名 氏   名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事長
しらいし ゆ り こ

白石ユリ子

令和 2年 4月 1日

～令和 3年 3月 31日
報酬なし

副理事長
さとうあ き こ

に藤安紀子

令和 2年 4月 1日

～令和 3年 3月 31日
報酬なし

理事
ひ ぐち  えい じ

樋口 栄治

令和 2年 4月 1日

～令和 3年 3月 31日
報酬なし

理事
たか ぎ  よしひろ

高木 義弘

令和 2年 4月 1日

～令和 3年 3月 31日
報酬なし

理事
たにかわ  なお や

谷川 尚哉

令和 2年 4月 1日

～令和 3年 3月 31日
報酬なし

理事
やまもと  とおる

山本 徹

令和 2年 4月 1日

～令和 3年 3月 31日
報酬なし

理事
きたかわ

北川みわ子

令和 2年 4月 1日

～令和 3年 3月 31日
報酬なし

理事
まか べ  :ま つ こ

員壁 初子

令和 2年 4月 1日

～令和 3年 3月 31日
報酬なし

理事兼

事務局長

おおのき  とく じ

大軒 得志
令和 2年 4月 1日

～令和 3年 3月 31日
報酬なし

理事
さえ き  り か

佐伯 理華

令和 2年 4月 1日

～令和 3年 3月 31日
報酬なし

監事
お だ  や す お

小 田 康夫

令和 2年 4月 1日

～令和 3年 3月 31日
報酬なし

監事
な かす  いさ お

中須 勇雄

令和 2年 4月 1日

～令和 3年 3月 31日
報酬なし



書式第 19号 (法第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿

令和 3年 3月  31日 現在

特定非営利活動法人 海のくに 0日 本

氏   名

1 白石エリ子

2 佐藤安紀子

Ｑ
υ 樋口 栄治

4
高木 義弘

5
谷川 尚哉

6 山本 徹

7 北川みわ子

8 員壁 初子

Ｑ

） 大軒 得志

10 佐伯 理華

11 小田 康夫

12 中須 勇雄


